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● ● ● 今後の行事予定今後の行事予定  ● ● ●
11月 ９日 ～15日 秋季全国火災予防運動
 10日  防火ポスター表彰式
 11日  災害救護研修会（一関・藤沢会場）
 24日  災害救護研修会（千厩会場）
12月 ８日  災害救護研修会（東山会場）

１月 15日 ～21日 防災とボランティア週間
 19日  危険物取扱者試験
 26日  文化財防火デー
２月下旬   優良自主防災組織等表彰式
３月初旬   春季全国火災予防運動

一関市消防本部のホームページ 火災などの災害情報の問い合わせ

TEL  0180-991199

　９月16日（日）、一関市川崎町薄衣の川崎体育センターで、第13回救
急の日の集い「レッツトライ！　応急手当コンテスト」が開催されました。
 （関連記事：３頁）

地域の防
災は

地域の防
災は

 みんな
の力で!

 みんな
の力で!
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（消すまでは　出ない行かない　離れない　平成24年度全国統一防火標語） ❷

住宅用火災警報器　設置していますか？住宅用火災警報器　設置していますか？
～「消防住警器フェアいちのせき」を開催～

　

一
関
市
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め
、

九
月
二
十
二
日
（
土
）
に
、
一
関
市
花
泉
町
の
「
花
と
泉
の
公
園
」
を

会
場
に
『
消
防
住
警
器
フ
ェ
ア
い
ち
の
せ
き
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
『
第
３
回
花
泉
元
気
市
』
と
同
時
開
催
し
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く

の
方
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

　

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
火
災
予

防
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
と
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

○ 

住
警
器
設
置
相
談
・

　

ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
を
展
示
し
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
方
法
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

○
非
常
食
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　

保
存
用
き
な
こ
餅
や
パ
ン
の

缶
詰
の
試
食
を
行
な
い
ま
し
た
。

災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

再
確
認
し
ま
し
た
。

　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
次
第
に
寒
く
な
り
、
火
を
使
う
機
会
が

増
え
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

家
の
中
や
外
の
火
気
に
つ
い
て
再
点
検
し
、
火
気
の
取
り
扱
い

方
法
な
ど
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
開
催
さ
れ
ま
す

○ 

住
警
器
啓
発
・
防
災
物

品
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
防
災

物
品
な
ど
を
展
示
し
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
し
く
み
や
、
家

具
の
転
倒
防
止
器
具
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

○ 

防
災
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

防
災
に
関
す
る
簡
単
な
ク
イ

ズ
で
、
基
本
的
な
防
災
知
識
を

学
び
ま
し
た
。

○
消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

来
場
し
た
子
供
た
ち
は
訓

練
用
水
消
火
器
に
よ
る
消
火

体
験
を
行
な
い
、
火
の
用
心

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

Ｑ１Ｑ１
火災警報器はどこに
取り付けるのですか？

Ｑ２Ｑ２
なぜ、火災警報器の設置が寝室に
義務付けられたのですか？

火
災
警
報
器
Ｑ
＆
Ａ

Ａ２Ａ２
寝ている間に火災
に気づかず逃げ
遅れた方が多いた
め、寝室に設置が
義務付けられまし
た。

Ａ１Ａ１
一関市火災予防条
例で、住宅用火災
警報器の取付けが
義務付けされてい
る場所は、寝室と
寝室が２階にある
場合は、２階の階
段の上部です。

※住宅用火災警報器の設置等に関する詳しい内容は、消防本部予防課または各消防署・分署にお問い合わせください。
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（消すまでは　出ない行かない　離れない　平成24年度全国統一防火標語）❸

　

磐
井
病
院
に
救
急
車
で
来
院
さ
れ
る
患
者

様
は
、
年
間
お
よ
そ
二
千
五
百
人
で
す
。
そ

の
多
く
が
急
い
で
来
院
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

り
、
救
急
車
内
で
も
特
に
処
置
を
必
要
と
し

な
い
患
者
様
で
す
。
こ
の
う
ち
入
院
が
必
要

な
患
者
様
は
半
分
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
部
分

の
患
者
様
が
入
院
な
ど
の
治
療
の
必
要
の
な

い
軽
症
患
者
様
で
す
。
軽
い
症
状
で
救
急
車

を
呼
ぶ
方
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
中
に
は

治
療
の
必
要
す
ら
な
い
患
者
様
も
お
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
地
域
で
は
救
急
車
で
来
ら
れ
て
も
、

自
分
で
来
ら
れ
て
も
受
診
の
た
め
の
待
ち
時

間
は
、
数
十
分
と
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
数
十
分
で
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な

病
気
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
転
ん

で
頭
を
ぶ
つ
け
た
の
で
、
出
血
が
な
い
か
心
配

な
の
で
、
救
急
車
で
来
て
す
ぐ
診
察
し
て
ほ

し
い
と
い
う
患
者
様
が
よ
く
お
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
時
点
で
急
激
に
意
識
状
態
が
悪
く
な
っ
て

い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
も
し
Ｃ
Ｔ
で
小
さ
な
出

血
が
あ
っ
て
も
特
に
何
も
治
療
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
急
ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

磐
井
病
院
で
は
、
来
院
さ
れ
た
患
者
様
全

体
の
緊
急
性
な
ど
で
、
診
察
す
る
順
番
を
決

め
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
救
急
車
で
来
院
さ
れ

た
患
者
様
を
優
先
的
に
診
察
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
車
以
外
で
来
院
さ
れ
た

場
合
を
含
め
て
、
来
院
後
の
ふ
る
い
分
け
で

軽
症
と
判
断
し
た
場
合
、
診
察
ま
で
相
当
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

広
い
地
域
性
か
ら
も
、
一
旦
救
急
車
が
出

動
す
る
と
、
そ
の
地
域
に
は
数
時
間
救
急
車

不
在
の
時
間
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
ほ

ん
と
う
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
患
者
様
が

使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

逆
に
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
い
た
だ
き

た
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
突
然
体
が
動
か
な

く
な
っ
た
り
し
び
れ
た
り
す
る
、
ろ
れ
つ
が
回

ら
な
く
な
っ
た
、
ふ
ら
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
、

突
然
の
激
痛
、
突
然
の
激
し
い
頭
痛
、
突
然

の
激
し
い
腹
痛
が
続
く
、
突
然
意
識
が
な
く

な
っ
た
、
突
然
の
呼
吸
困
難
な
ど
で
す
。
い
ず

れ
も
突
然
何
か
症
状
が
出
現
し
た
場
合
は
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
は

急
い
で
治
療
す
る
必
要
の
あ
る
病
気
で
あ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
突
然
の
症
状
で
な
け

れ
ば
通
常
は
急
ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冷

汗
を
伴
う
よ
う
な
強
い
吐
気
、
大
量
の
出
血
、

高
い
と
こ
ろ
か
ら
落
ち
た
と
き
な
ど
も
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
ら
、
ま

ず
病
院
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
適
切
な
対
応

を
お
伝
え
し
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
病
院

に
来
る
必
要
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
救

急
車
の
適
正
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て

 

県
立
磐
井
病
院　

救
急
医
療
科
長　

片
山　

貴
晶　

　

シ
リ
ー
ズ
第
十
三
回

　

シ
リ
ー
ズ
第
十
三
回

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
応
急
処
置
の
普
及

と
、
こ
れ
に
よ
る
救
急
救
命
率
の
向
上
な
ど

を
主
な
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
心
肺
蘇
生
法

競
技
の
部
に
二
十
九
チ
ー
ム
五
十
八
人
、
災

害
想
定
応
急
手
当
競
技
の
部
に
十
五
チ
ー
ム

六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
心
肺
蘇
生
法
競
技
で
は
、
傷
病
者

の
状
況
確
認
、
気
道
の
確
保
や
適
切
な
胸
骨

圧
迫
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
正
確
さ
、
声

掛
け
な
ど
を
、
ま
た
、
災
害
想
定
応
急
手
当

競
技
で
は
、
身
近
に
あ
る
材
料
で
の
手
足
の

止
血
や
骨
折
部
の
固
定
、
搬
送
法
な
ど
の
技

術
を
競
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

３人で手際よく負傷部の固定を行ないました

コ
ン
テ
ス
ト
結
果

●

Ａ
Ｅ
Ｄ
心
肺
蘇
生
法
競
技
の
部

最 

優
秀
賞　

国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校
一

関
校　

柏
・
高
山
チ
ー
ム
、
一
関
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

千
葉
・
及
川
チ
ー

ム
（
一
関
地
域
）、
花
泉
町
婦
人
消
防

協
力
隊

優 

秀
賞　

国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校
一
関

校　

千
田
・
藤
野
チ
ー
ム
、
同　

千
葉
・

藤
野
チ
ー
ム
、
八
幡
ビ
ュ
ー
テ
ィ
４
（
一

関
地
域
）、
な
で
し
こ
寿
松
苑
（
川
崎
地

域
）、
平
泉
町
婦
人
消
防
協
力
隊
（
ば
ら

チ
ー
ム
）、
一
関
地
域
婦
人
消
防
協
力
隊

医 

師
会
長
賞　

国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校

一
関
校　

朝
倉
・
石
沢
チ
ー
ム
、
一
関

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

小
野
寺
・
小

林
チ
ー
ム
、
東
山
町
婦
人
消
防
協
力
隊

審 

査
員
特
別
賞　

三
十
六
区
自
治
会
自
主

防
災
部
（
藤
沢
地
域
）

●

災
害
想
定
応
急
手
当
競
技
の
部

最 

優
秀
賞　

国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校
一

関
校　

高
山
・
千
田
・
藤
野
・
柏
チ
ー

ム
、
ヤ
ク
ル
ト
平
泉
セ
ン
タ
ー
、
花
泉

町
婦
人
消
防
協
力
隊

優 

秀
賞　

国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校
一
関

校　

千
葉
・
藤
野
・
日
野
・
本
田
チ
ー

ム
、
同
朝
倉
・
砂
金
・
石
沢
・
千
葉
チ
ー

ム
、
八
幡
ビ
ュ
ー
テ
ィ
４
、
東
山
フ
エ
ル

ト
㈱
東
山
工
場
、
東
山
町
婦
人
消
防
協

力
隊
、
千
厩
町
婦
人
消
防
協
力
隊

医 

師
会
長
賞　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ソ

エ
ル
花
泉
、
二
十
四
区
自
治
会
総
務
防

災
部
（
藤
沢
地
域
）

二
部
門
で
救
急
の
技
術
を
競
う

二
部
門
で
救
急
の
技
術
を
競
う

  

応
急
手
当
コ
ン
テ
ス
ト

応
急
手
当
コ
ン
テ
ス
ト
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自主防災力の向上を目指して

大
震
災
で
の
初
期
活
動

　

発
災
直
後
、
自
治
会
長
・
防
災
部
長
・

部
員
な
ど
が
自
発
的
に
集
会
所
（
ひ
こ

ば
え
の
森
交
流
セ
ン
タ
ー
）
に
集
ま
り
、

班
ご
と
に
住
民
の
安
否
確
認
の
た
め
、

地
域
内
を
巡
回
し
ま
し
た
。
ま
た
、
断

水
・
停
電
の
長
期
化
に
備
え
、
子
供
や

高
齢
者
な
ど
で
不
安
を
持
つ
住
民
に
対

し
て
、
使
用
が
可
能
な
交
流
セ
ン
タ
ー

を
地
域
の
避
難
所
と
し
て
開
設
し
、
夕

方
に
は
約
七
十
名
が
一
時
的
に
避
難
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
が
低
く
、
急
遽
準
備
し

た
薪
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
り
、
住
民
が

持
ち
寄
っ
た
食
糧
で
夕
食
を
作
り
、
全

員
で
食
事
を
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
平

行
し
て
、
災
害
の
長
期
化
に
備
え
、
地

域
内
か
ら
個
人
が
保
有
す
る
発
電
機
等

を
調
達
し
、
照
明
・
暖
房
・
情
報
源

を
確
保
し
、
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
等
の

確
保
を
進
め
、
避
難
所
で
の
必
要
な
量
を
確

保
し
ま
し
た
。
飲
料
水
は
、
井
戸
や
引
き
水

を
利
用
し
て
い
る
世
帯
も
数
件
あ
っ
た
の
で
、

確
保
は
容
易
で
し
た
。

　

夜
は
毛
布
等
を
持
ち
寄
り
、
食
事
の
提
供

等
も
地
区
民
が
協
力
し
て
行
な
い
、
住
民
の

避
難
受
け
入
れ
を
三
日
間
継
続
し
ま
し
た
。

沿
岸
被
災
地
へ
の
支
援
活
動

　

気
仙
沼
市
の
職
場
か
ら
難
を
逃
れ
帰
宅
し

た
人
々
か
ら
状
況
を
聴
取
し
、
津
波
被
害
の

概
要
を
把
握
し
ま
し
た
。「
森
は
海
の
恋
人

植
樹
祭
」
で
地
縁
の
深
い
唐
桑
町
舞
地
地
区

は
、
交
通
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
た
め
、
交
流

の
あ
る
松
岩
小
学
校
・
松
岩
公
民
館
の
他
、

気
仙
沼
市
立
病
院
等
を
救
援
先
と
し
て
選

定
し
、
飲
料
水
を
二
台
の
普
通
貨
物
に
二
ト

ン
（
二
千
ℓ
）
積
載
し
、
発
災
翌
日
か
ら
一

週
間
継
続
し
て
一
日
二
〜
三
往
復
し
ま
し
た
。

ま
た
、
飲
料
水
と
共
に
、
お
に
ぎ
り
・
野
菜
・

漬
物
・
毛
布
・
衣
料
品
等
を
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
多
数
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
災
か
ら
四
日
後
に
、
気
仙
沼
市
立
病
院

の
医
師
・
看
護
等
が
不
眠
不
休
で
食
事
も
十

分
に
取
っ
て
い
な
い
と
の
情
報
を
得
て
、
毛
布

五
十
枚
・
温
か
い
牛
乳
百
ℓ
を
提
供
し
、
豚

汁
を
病
院
で
三
百
食
分
炊
き
出
し
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
親
交
の
あ
っ
た
神
奈
川
県
議
会

議
員
団
が
横
浜
・
川
崎
等
で
支
援
を
呼
び
か

け
募
っ
た
物
資
十
一
ト
ン
を
当
自
治
会
が
受

け
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
連
携
し
、
全
て
沿
岸
被
災
地
の

方
々
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
気

仙
沼
市
松
岩

公
民
館
に
避

難
し
て
い
た

七
百
人
が
、

十
日
間
入

浴
し
て
い
な

い
こ
と
を
知

り
、
一
関
市

民
活
動
セ
ン

タ
ー
と
連
携

し
、千
厩
町
・

東
山
町
の
宿
泊
施
設
か
ら
快
諾
を
得
て
、
バ

ス
二
台
で
六
十
名
の
入
浴
を
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

災
害
か
ら
得
た
教
訓

　

平
成
九
年
に
作
っ
た
防
災
組
織
を
、
二
十

年
に
再
考
し
、
自
治
会
内
に
防
災
部
を
新
設
。

自
治
会
内
で
非
常
時
に
お
け
る
対
策
案
を
何

度
も
話
し
合
い
、
イ
メ
ー
ジ
作
り
を
し
て
い

た
た
め
、
今
回
の
災
害
で
は
敏
速
な
行
動
を

と
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、「
森
は
海
の
恋
人

植
樹
祭
」
等
の
地
域
活
動
を
通
じ
て
、
住
民

に
共
助
の
精
神
が
根
付
き
、
地
域
の
ま
と
ま

り
の
原
点
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
常
時
に
多
く
の
地
域
と
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
が
、
支
援
物
資
を
受
け
る
こ
と
に
繋
が

り
、
ま
た
、
支
援
先
の
選
定
に
も
役
立
ち
ま

し
た
。
地
域
活
動
交
流
の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
大
災
害
に
備
え
、
普
段
か
ら
訓

練
を
行
い
、
非
常
時
活
動
の
方
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
山
地
域
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
は
、
全
て
の
行
政
区
に
防
災
組
織

が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
地
震

そ
の
他
の
災
害
に
備
え
、
組
織
相
互
が

手
を
取
り
合
い
、
地
域
全
体
の
災
害
対

応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成

二
十
四
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
三
十
日
に
、
東
山
町
長
坂
の
あ

た
ご
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
各
地
区
の

自
主
防
災
会
代
表
が
参
加
し
、
初
の
事

業
と
し
て
災
害
救
護
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
災
害
時
を
想
定
し
た

応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
を
は
じ
め
、

自
主
防
災
組
織
活
動
助
成
金
を
活
用

し
て
整
備
し
た
発
電
機
等
の
取
扱
い
訓

練
、
炊
飯
釜
で
米
を
炊
く
炊
飯
訓
練
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
や
、
昨
年

の
東
日
本
大

震
災
を
教
訓

に
、
地
域
の

「
絆
」
を
大

切
に
し
た
、

災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り

を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま

す
。

 

東
日
本
大
震
災
を

　
　
　

 

振
り
返
っ
て

 
十
二
区
自
治
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室
根
町
）　　
　
　

 

会 

長　

三
浦　

幹
夫 

さ
ん

自治会が結束して取り組ん
だ当時を振り返る三浦会長

東
山
地
域
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
を
結
成

 

一
関
市
東
山
地
域地域の代表者が集まり顔の見える

関係を構築しました
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